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｝ー－ 1 -r 1 、三二 ' .・ 
＇－＇＇ーしに v. fし＇' それを杭i台d〕特徴i土7
」、才コJよ｝民上化したi也
台湾に；央〈…・一台湾に保 lf制度ありて朝鮮になと1、Fんだ J)i土， 1バtit紀フラ：，，.・1,,J.I日、忠家t./ 域ー
i；況鮮に数値の柑i鮮人発行の朝[I.q号f，新聞あるに/ ＼ラ台湾社会の資本主義化iこ似テスキューであるが，
圧し台湾は本l21人発行の日干I］新聞は未ど一つだに，；｛した｛反併なさ帝国主主的収奪をおこなず' fこれ本




















,J i月i，をき j; J ト二と、、う弘MJ:、‘ こJL iよ人j己～＇＞ も’／一
「〉！白lぐl也r:',J:：良士 J号六ノ，、 i,.>" J ’ 忘；／i一（、1仁（， iえ‘Jr主 J～；よびiユ後， H ；本：；〈；配の HM夫までn:m主f·f前，合{l;•
？歩、アJ ・:, 0 A亡L-・, 二に I;J医；Vr,f(1一！ν
υifを， 1；ノレn1i江，1陥，；1lキ） -＇／ごに J土ヒ’ LI、本（t(Jf.-l民tI~; jミを見れ，i工，よく j、/J＇ふことであ主与 i I 5 o t/¥J忠；土，
J( fヒパ＇.＇.Ji') {, ;1｛によ！ていぺそう 1i'1,!iをρべTじ われわれの歴史学ρ‘それを知ろうとしなかったこ
上、それは 1本敗北山 I士で終,l，ることがな j，、 と， L、ぐ＇1ELくは， そのもつ特殊性を理解できな
吃の？点＇・＇ J' か.＇たことに起［，：：＼ fるっとし、うのは，朝鮮の場｛＿；[/) 
J三／；＇・
,t，パ司三＿／；・r: r：を等ド午，Iに（、l牛 Lてきた〉い＼》． 十lj}/i,i 打倒→朝鮮の q虫立／ ，、とストレ一トに直結した
t: fl；汁う 三l，ι！＇'J:、士j、Jj;／「 Lて芳えてき J争三 3 こ山こ に対し， f,'i常dJそれがそのような告l'i（±也民htj笠切'J 
＇・＇士、 lリゴII if'f 1＜以降電！；司！昨ノ）民政運砧わな、；散な fじ ’般に共通ナる発展のバターンを持人つつも， L
/l!'二 j/;:I守二i の ft,11[ 手’ II ノド！と；両［~v' I ::; l円i.主 tこ対す
心J1(/1'cとど。＼えら，＇r'・.iんι「〉‘！［引を 1：本のllt'i/UそJU¥
石l)',t/, a 日記1 •, .r ',: . （二号：it史主；／ lる宇J!Xf,1 T0f 
'j[f二上り大さく （l(i1 ! I＿たこと， そtI, i ，ぇfi't:tJ、J)
lt'l:i',1；：さ i,;/1て Fレi;/,. ＇たことに， にくあ，・，），； jし
守 「 ¥_. : .  
＼ 、 ι ノ イj：どに， I J -;,j.:c'; IiI 依1.:l血iJ1, f,ii~ 
かし，、独立〉それ白体へのm11¥1としどではなく，
If本i'(Jfこは，〈光弘i;（中国八Cl)jki'J,ti• 'l,1¥J,引に帰結




よりも朝鮮に｜：！本支配のt:JJ\lj がよ＇~i'lf，：して L 、たかの もんろん， Ii可じく 1！本の植民地とはし、っても，
ょう tr_印象は t,t：，、ぎれた L、のである3 明／！（'fに見 1・1 A 民族・－l玉i家が？で」的な支配を受けた朝鮮と，
t ！ノる ··，：：i酷な支配と i~·'c".!!/dJ~H- L, 、う「メ』ン 中ほか九 J）分断・隔離におし、て支配された台d＇］の
か九， f,;i :.t干、台にし♂ ）｝，＿ に述、；＇ J: l,、や f，れて 迭し、をええたとさ，問題はつとに早く解決されね
さだ。 ばならぬはずであった。どが， IJ本の台湾史研究
この原同（上許可であんうかc 台湾v')J弘行 ,'lir¥i t, iこと 1 亡のイ、幸は，すでに触れた矢内原の選択が，
支配 1 のみあ）て， 朝鮮におL、－nl人れたような ¥jムi反Jにおいてではなくに独立〉におし、て全体を
低抗はなかったのであろうかコ台湾の人L(it, M促していた点であソて， わたくしがここで問題
11 ：本の J出得を絶した ；；：.／）支配のもと，ただおl~l ど にしようとしてし、る 11目改造論争jにしくも，
r,1化に甘んじたどけどったのであろうかυ すべて 矢内阪はこれを無視し， 一般だに与えようとしな
百である。恒見の乍実がおしえて L、るのは，あら かソたことである。すなわち，矢内！忌は当時，中
ゆる他民地の佳史をつムぬく！呉氏族支配ノ、の’•l\ [Li革命の影響のもと新たな指向を求めて台頭した
族的-ll~抗の ；1三日j が‘ fr ！おこも例外 ！；＿く存在して おi丈化協会および£1民t1L合その他のマルクス主義
νたとし、う三と， ぞれは朝鮮に比して優るともお 的注品Jを， iタト来思想の影穏による観念的産物た
とるものでなかったと L、うことである。このこと るのfcJ！なさ能はないJ'Li tりとして，否定し去って
は， Fl本のf，山内凶方、 c,191:'i'Fにv、たるどり午If＼！に したのぞある。矢内原の業縞が卓抜したものであ


















Lよこえって ｛，i青山抗iI l( iJお室長！J士，1，，，ザ！ ν 、「, ＇一町 、 ＼ 
(. I 4) こ，；) :'! ,; :I民/;c：こ -, L、て： t, fu1T人日flでずf/l
,; ！＇ かい必1,1,J'.,[:I ＇：；／；，，，下計 •Ii _J, i - kう。 1,1（ιけ l-!-,-r,",J 
(f dノ；＇； ζ；，'t.!], l()()Jノ，，＿；三if¥ij 「Iiトb：行ける J二
,(;:,-: 1-1,1山剣先」 一一〕。
lt'-1のそれと山-tfl自作1係におし、てとらえるための；妥
L、土 I，で不l可能であ－) tここどしまfニポ：tなJjJI• ち






F 山市山一一－.1c ，；；、文•，：；－， 19641十， 1970＇！；生， f！；え），
i , .L rノHill('.(j、「ii1'! lじf）、任I』t,oJi王h吐：（ ）（）」〔n伶世：，if
，：』， ]CJ只0'111:1 >,', 5111 1 i!＇，；）努 j札 fこた， L、jれ
)'ti反〉を指1,］し；＇，、統治下山台;t(I')氏峡il引が，
[1卒；立代丘二とのGIJu'1の W1-；を品川iす一ることは，
,'1 J.1 I IV  it,＇－ 乙、；1，＇犬 f:F，＇、 F i サバ•！ザ f 、 ず¥ , _/ ＇制， I j 守、、＂＇ J：、 jノY 、（，
！とにおける1也氏J也のIUJ姐を改めてちえなおす立味
I !! ,',J.¥ LI＿，＇／.人
ι 1一一 _, 0 
(, I (i〕：・jJI!/, :3K6< －ン。
(17) い→本， h(は＼~itl研究三台めど， f,h宅ヘバ＇／ -/ 
i _',!J』：，，た1:IT；［し， flifl/11:：！利ふ）(1) 1・ ＇）！、 II -~ '." 
「1i I~革命史の主体的 11i:1i寺jJX:C)必とfこ．J千二レ、 1 、v ♂『）イJ司ι 、司
不可欠なo:'t~題であろう。 ：~ ;/ l Hf・Iゴ；／ゐ仁、 L～）ごも，
，）；，ア， 1、戸、，r,
m n1:1匂／ ιるかし＇），、r'JI iたM，カ「！お！／｛ さj: ( 1, 
, ' ／？γ，，、たるも 1Fi約九を －：＼グ〉ご 'l）かれヅ）戦1liJJ）竿＼＇i
, , tij人：；，,i、i: J ¥ ) , ch ，：少な L、。 1,1：ノ［志、 H，－触れ












J主f!J, -Ji: ・三（〆 l」『あるいは北｛比、さんに ~9］鮮の＇ !) 
}' 事件一」淳司 ;i)（し＜ 'lよ起したfl'.:IA ir' ；士r1:tl争の校長iJ
l山（）年代？ドfi,ll＇百、f';(jf;l, 
!, ，；、， :1, ¥' ，：’！れ l : どハう 1JIC 1ツI:'.:1，「YJ1-f: 
!, l件 、子 j、ご十 ＇｝＇，「 y 、 P'll引·~、 •11 J > ・'J:I＂【f1 "-'処IJC『！り11,1],
I CJG'.'. IF :l ; : : ; ）心力I）ι，i",,'・ ［欠；人｝！京:,i；.対L 判的J ()'!1,_1, 
,i_J、1965'F 9 I 1ιj u上7)[i,j ,: L、“TADAOYA 
N.A.IIJARA Ilis Colonial Studies及ml Religious 
Faith一，＂ The Deueloping Ecrmomies (VoL IV, 
1%6）。＇FJ,j¥,li,一 I，・：内 lj;(Jι ／!Jt，；） ア＞ ! ivl'J＼.＇.批判 J(L/1; 
I ti.;, fl£,: i' !l 自主；J, 10,;-, :; t, i1Jr, I（い付近代 •）： Ml W 




そ＇： I寺、つ｛，；与におit /f, Iのも J,;Gr味合さくり，－＿，/), 


















（ぃ 1）ノ、｜ノ－1,i-:,1:.!1-1 r1i1トJI fぬ I'C; -f＇内J（『コ：1¥J¥;、
＇，七九Li'.1.」，辺三〔と， ,';Jぇ。i1.1;), 38片♂ご
〔｝み＇.？） '>: I ノ I ；~，， 36片J : 
(: I :-l ) : ・-・ ,;i t : t, ＞二）んL)_! :i¥ l 1：υ；，u，下派行（1924
年CJiJ～10; J) lf Iせに，＇，かれ f!, ,'J C' ♂i）＆＇ノ『，1,;1.と午


















うた:l）わ いたこと、 ti：，その該 J人極d；書：およ
び同｛ヒニーだ九式におlrゐ以上司の発言／人、 f令国との
関係の密接fじを主張していた点において， f. ifl(1':1 
武断政治へのアンチを意図していたことは疑いな
い’三 l I L：立趣意書：二；士、つぎの一一む；＼／：；－まれて





日本人の川化会への反対 i_,I' '.l ），および同化会内部
への不自－（ / /1人の潜入、 をi里由に秘！む二これをFE
Ji｛に集まってし、た台湾留学生は約，100人といわれ












迫し， 伝）， 3力JHトニ l-－（これに解散を命じたの ιぴ〉であった。 二のことは，機関誌『台t'1r'T年1
であった i;1 l '0 1反町は追放同様の態で台湾を去っ 発行に先だって頒布された「雑誌『台湾青年」発
たといわれてし、る。伯爵板垣退助にして抗しかね 行趣意書」に（1 6 l，はっきりと現われている。す
るほ ζ， は国府専制（／）内外さを示す p ・J；：といわね ／よねち，
ばなるまU、。 「諸君， 4}J年半に互／レi:1：界／武力大戦乱ハ共
しかし，挫折したとはいえ，同化会の成立それ ノ終ヲ告ゲ，今ヤアラユノレ人類ノ平和的戦争ハ盛
自体の立味ぷ，台湾民族連動発展の ζ ／ ＇｝ ング・ 二rハレツヴアノL，是レ正二世界人類ノ反古Wl戸
ボードiこなったことは明られであってう 1-J化会の Jペーイカ。
台湾側中心人物であった林献堂＇. i' 5 •·を擁した新し 其ノ国際間ニ於ケノレ永久平和ヲ保タンガ為メ，
い運動が，台湾人東京留学生のあいだからi新井と 悶｜際聯盟ノ条約ガ出来シ，人類間ニ於ケル弱肉強
してわき起こり， 191＇パーに；まそれが性京的政治団 食 C！避ケン万為メ，人類解放／ 1¥J題ヲ惹起シ， n
体， r:-花会として結i走さ it，翌20年には社会人を ニミー於ケル低！！存劣敗ヲi訪ガン力、為メ，社会改造／
加えて新民会へと発展したのである。のちの「台 呼声ノ、高調セラレタ。
湾文化協会」の母体ではある。新民会の指導的人 然ル二世界人類ノ平和ヲ計ラントスルニハ，先


















I 1.!:浮ハ過i、二於テ恰モ無神経デf！告思麗ヂ f ソ




・・｛，沌，、帝国ノ ｛，＇湾テ、7 1トト同時二， 我等f1i；主人
ノ日湾デアル。 風雨ノ前ニ錨戸ヲ刷flスベキアア
ノレ。我答ハ稀ユハ矢張リ銃剣ヲ弄ツテ見ルガヨイ、




















































































内でD'il催 lノえ記1/St会は回数iこしと 800伺 f.U,1)ラ理主
法 渡辺弥億

















































モレ.) {1也の関係上必要の人I：陥＇，）＇； i：：ご、 その他の



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































1925午 I I 
"fi 6 [<,] i 2 Jj 17日｜第5叫 1;
第1,j1I附（［二 ［第時会1!
1 I 2 Jl9日｜｜衆
I 1927午｜｜品





ご心、人ケJ -J.こでは， 徒労iこ終j) , 1: （：もかかわ
心札で;v心。いま， 台湾議会設！丹市郎氏運動の経












































































カが必要であメ〉 σ 依村心を 'i:jl_• {' )IR；＇［独歩の裡 iこ
団結を霊堂固にし，事に当ることを忘れてはならぬJ























































































































































（注 2) 「台湾同化会役立趣意J，大正 3年 7月。
（注 3) 街台日本人の同化会への反対の主旨は，経
Jl_jl C; 1:L脈を Jリ（ri＇ノ理由.： 1.たものであるが，そ z，と！：は
問化会が台湾人の政治団体化するのを恐れたか句であ
った。この点の経過については，台湾総領府『台湾
伝子「府警察i{)＇（.史（第二灼）』〈昭和 14"F 7月〕 I＇.，下し
し、。
（注4〕 肉化会の解散理尚は， 「公安ヲ害スノレモノ












吐1じていろっこれにu' ~＇員のお文以外に各 －：／ Ti（；； か
：， 匁数の題・r中間詞が方廿人れ，そ（円公かにい‘ I:京
大学校長察・j;繕，東大教綬吉野作治，牧師松村正久な
r, lえ章が 1,.1，、 ,'IJされ （，































l いわれてv、る。 t，む,7,fこ，このH忠商巡［nl，ハ JC起U:察
J;｝火によるもので，かれは私tHLjび寄Hfi;oにて挟写
機と宣伝映簡を購入している。
〈注14) ；！.＇，演会1・,11w数のう hfJ 2 ；，；~（土，：.q1句当なち






＼れた「フモグラ c一I・ 吋イエンスjのτfbι 目標 L
Ltご啓蒙雑誌。この雑誌の発刊によって， 「1i・四」
哩Ji）；に先行つ文化i常勤の高携が起こり，平れは中間近












II 行為.~ I. （は初めてのもので：t；二。
（注21〕 台湾からの中国関学生は， 1920年末現在，
わずか191'にすぎなかったものが，1923年末には273t',
にも及んでし、る。 三れ （， 留学＇i'.f士片初， 1922112月，
察元培，胡適，梁勝趨を顧問として組織された北京台
湾青年会のように，文化協会との述絡のもと，はっき



















じついて ，｝ ) 活力与えをたfLたのであった。紫は，そ
の！！？， こ.・， ＇；－＜子えた 1い 1。
「！｜』1'1よ子後3011',{,/f'j人をMllJJして「i1-t，を 1，取する
ブjlfJi 1：てな L。 i，＇＜ に，台湾同胞はりjに帝王挙妄動するこ
となし剤、＂＼＇ lc!) l集中iをfj）；する勾Jl0Jilもl;f;tしきは，
アイノレラ：， F人，nl九i1,1 : n t L Fr＇＞：を｛民 i放し， j享く LJ
本c')r f 1央政界＇ J¥,'J！叫 Lf,'i f，以て什湾総首府の政治を
来；1;L，三 c!)~＇（え C .;/!IJ分にfl人を凡＂， fltるを 1')¥らし
むべしJ
林市k"i'.，） 中！Fiに点二jするかかわり ｝j，および日本への







AをIi]わす、＇： •J，：者 l:i 死刑～如、 )!:JJ が「見zc されてし、た。
(1125〕 台湾A,:1切のメーデ－［｝fj催，;f-1rhjについ〈は，
台湾総fiJN,NJ J主~ IJ にも記事~されているが，；fl.' 者は，
、＇1ケ，これを指J草したある台湾人か人，この詳細tlfl
いた。
、(il:26〕 こ，／）官「了 z与は，台湾総督府，前掲差；には「抵
政’｛己念 1'Ii 
芦、l'fr正rI号」亡 Ji，る。
（注27) 察孝乾，許乃昌らは，のち1928年に結成さ
れた台湾共産党の創設者である。当時，かれらが隙独
秀の指導下にあったことは，許が陳の推せんを受けて
そスクワに留学していることからも明白である。
〈調査研究部）
ラI
